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１ー１ 概況 米の需要量の推移

〇 米の需要量は減少傾向にあり、直近では毎年約１０万トンずつ減少している。
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１－２ 概況 一人１年当たりの米の消費量 （㎏/精米）
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（年平均減少量）
▲2.2ｋｇ/年 ▲1.3ｋｇ/年 ▲0.8ｋｇ/年 ▲0.6ｋｇ/年

（昭和40年代） （昭和50年代） （昭和60～平成6年度） （平成7年～16年度）

▲0.6ｋｇ/年

（平成17年～26年度）

年 度 平成30
年度

令和元
年度

２年度 ３年度 ４年度

消費量 53.4 53.1 50.8 51.4 50.9

〇 米の消費量は一貫して減少傾向にあり、一人１年当たりの米消費量はピーク時から半減。

〇 国内で自給可能で総供給熱量の２割を占める米の消費拡大は、食料自給率向上を目指す上でも極めて重要。

〇 ごはんを１日にもうひと口食べることで、カロリーベース食料自給率が１％アップ。

昭和37年度

令和４年度

50.9

※農林水産省「食料需給表」。令和４年度は、概算値。
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（昭和37年度：118.3㎏ → 令和４年度：50.9㎏ ）

○ 米の一人当たり消費量は、食生活の変化等の影響もあり、令和４年度には50.9kgまで減少。

○ 米の消費拡大の施策として、米飯学校給食の推進・定着、あらゆる機会を捉えた情報発信、

「米と健康」に着目した情報発信、新たな需要の取り込み等を実施。

米の消費量変化の背景

２ 米の消費拡大 現状と施策の概要

米の消費拡大の施策例

◎ 世帯構造の変化と食の簡便化・外部化

◎ 米と健康に着目した情報発信

◎ 米飯学校給食の推進・定着

・シンポジウムや学術会議等の場で、
米の機能性など「米と健康」の情報を発信

・次世代の消費を担う子供達へ、ごはんを中心とした
「日本型食生活」の普及・定着のため米飯学校給食を推進

・家庭内炊飯割合低下、中外食比率が約３割に増加
・単身や2人世帯の増加に伴い、簡便化志向の増加
・簡便化志向を捉えた炊飯器や米飯商品群も出現

◎ 人口減少及び少子高齢化
・人口減少、高齢化等により1人当たり摂取熱量減少
（一人当たり摂取熱量：S41年 2,196kcal → R元年 1,903kcal ）

◎ 多面的な情報発信
・ホームページ、SNSやYouTube等を活用し
民間事業者等と連携し米食の魅力発信

・政府広報や他の行政施策と連携した情報発信
・展示会や刊行物での情報発信

◎ 米に対するイメージの変化
・「米は太る」等のイメージが増加

◎ 新たな需要の取り込み
・米粉やパックご飯の需要拡大に資する支援実施
・米を利用した新たな商品開発の支援
・注目される「おにぎり」の魅力発信

動画での情報発信

◎ 中高年層における米消費量の減少
・若年層より健康志向強い中高年層（50₋60代）で、
米食の頻度が減少

◎ 食の多様化
・肉料理が増加するなど、食の選択肢の多様化
・カロリーだけでなく糖質摂取も米由来比率が減少

◎ 食の外部化への対応
・産地と中食/外食事業者とのマッチング支援

一人当たり消費量の推移
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米の消費量変化の背景
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３－１ 米の消費量変化の背景 人口減少と少子高齢化

資料：総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年１月推計）：出生中位・死亡中位
推計」（各年10月１日現在人口）、厚生労働省「人口動態統計」

〇 人口構造の変化は今後も進み、高齢化率が上昇するだけでなく、国内総人口は減少傾向
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３－２ 米の消費量変化の現状 食の多様化 （具体的メニューの回数変化）

昭
和
40
年
度

令
和
４
年
度

１日５杯 月１回 週２本 年３本 １日約300g １日約80g １日約80g

ごはん 牛肉料理 牛乳 植物油 野菜 果実 魚介類

１日２.３杯 月3.4回 週３本 年９本 １日約240g １日約90g １日約60g
自給可能

（１食150g） （牛乳びん） （1.5kgボトル）（１杯60g精白米）

資料：農林水産省「食料需給表」

〇 国民１人当たりの食事内容の変化をみると、昭和４０年度に比べ、令和４年度には牛肉料理や植物油

の消費が大きく増加している一方、ごはんは１日５杯程食べていたものが、１日２.３杯程まで減少。

http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=12&lastServiceTime=1078487050078&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
http://www.dex.ne.jp/mantan/search/std2_search_preview.jhtml?start=8&lastServiceTime=1078481915891&number=1
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３－２ 米の消費量変化の背景 食の多様化 （カロリー摂取源、炭水化物摂取源の変化）

炭水化物摂取源の変化カロリー摂取源の変化

〇 カロリーの摂取については、米の摂取量が減少する一方で畜産物・油脂類の摂取が増加。

〇 炭水化物の摂取量は減少傾向であり、その中でも米による摂取割合も減少傾向。
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その他

資料：食糧需給表
 注：令和元年度以降の値は、日本食品標準成分表2020年版（八訂）を参照しているが、単位熱量

 の算定方法が大幅に改訂されているため、それ以前と比較する場合は留意されたい。

337.3

297.7
280.0 267.4 257.8 248.3

56.3 54.4
44.8 47.7

45.8 45.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

S50 60 H7 17 27 R元

（%）（g）
炭水化物摂取量（1人1日あたり、g）

炭水化物摂取量のうち米・加工品による摂取割合（％）

出典：厚生労働省「国民健康栄養調査」を基に、農林水産省農産局穀物課において試算。
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３－３ 米の消費量変化の背景 世帯構造の変化と食の簡便化、外部化

資料：米の消費動向調査 令和４年度の平均

(米穀安定供給確保支援機構調べ）

31.3％

中食・外食
での消費

68.6%

19.8%

11.5%

主食用米の消費内訳

〇 単身世帯、２人世帯が増えたことで、家庭内の炊飯機会が減少し、食が簡便化。

〇 中食・外食への支出額が増加する中、米の消費についても中食・外食での消費が約３割まで増加。

資料：国立社会保障・人口問題研究所
「家族類型別世帯数および割合」
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３－４ 米の消費量変化の背景 米に対するイメージ（健康に関連するイメージ、情報ニーズ）

○ この２０年間で、お米について、「健康」イメージは減少し、「太る」イメージが増加。

○ 「栄養・健康」に関する情報発信は、米の消費量増加に繋がり得る。

出典： 内閣府 「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」（平成８年９月）
農林水産省「米の消費動向に関する調査」 （令和２年３月）

出典：農林水産省「米の消費動向に関する調査」（令和２年３月）

栄養・健康に関する情報のニーズこの２０年間でのイメージ変化

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H８

(1996)

R２

(2020)

米を食べると太る、と思うか？

そう思う どちらともいえない わからない

そうは思わない
６８％

３９％
そうは思わない

２０％
そう思う

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H８

(1996)

R２

(2020)

米は健康に良い、と思うか？

そうは思わない どちらともいえない わからない

そう思う
１８％

そう思う
８２％

６１％
そう思う
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23.3%

40.1%

26.2%

20.5%

21.3%

14.1%

40.9%

38.8%

43.8%

44.6%

36.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代

ほとんど毎食 1日2食程度 1日1食程度 週に何度か ほとんど食べない

○ ごはん（米食）頻度は、年齢層が上がると低くなっていく傾向があり、

 中高年層（５０～６０代）では、１日１食以下しか食べない方々が４割以上。

〇 年齢階層別推移においても、中高年層の米消費は減少傾向。

出典：農林水産省 「食生活及び農林漁業体験に関する調査（令和元年度）」
注）年代別の割合は、令和元年度「食生活及び農林漁業体験に関する調査」を基に算出

３－５ 米の消費量変化の背景 中高年層における米消費量の減少

年齢層別の違い（ご飯を食べる頻度）

1日1食以下 45.9％

1日1食以下 42.7％

年齢層別の年別推移（米類の摂取量）

出典：「米食の変容と展望 ２０００年以降の消費分析から」
筑波書房 ２０２１年３月出版 著者：青柳 斉 氏
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米の消費拡大の施策例



13

４－１ 米飯学校給食の推進・定着

和食給食の普及・推進

政府備蓄米の無償交付

米飯学校給食を増加させる場合に、回数の対前年度純
増分を対象に政府備蓄米を無償交付。

農林水産省の取組

農林水産省は、米飯を含む和食給食を普及・推進する
こととし、和食献立開発やセミナー開催、食育授業の実
施等を支援。

米飯給食の着実な実施に向けた取組
（令和４年度食育白書令和５年６月６日公表）（抜粋）

米飯給食は、子供が伝統的な食生活の根幹である米飯に関する望まし
い食習慣を身に付けることや、地域の食文化を通じて郷土への関心を深
めることなどの教育的意義を持つものです。令和3（2021）年度には、完全
給食を実施している学校の100％に当たる29,214校で米飯給食が実施さ
れており、約922万人が米飯給食を食べています。また、週当たりの米飯
給食の回数は3.5回となっています。
農林水産省では、次世代の米消費の主体となる子供たちに、米飯を中

心とした「日本型食生活」を受け継いでもらうため、米飯給食のより一層の
推進を図っています。令和4（2022）年度は、前年度に引き続き米飯給食
の拡大に向けた取組への支援として、各学校が米飯給食の実施回数を
増加させる場合に、政府備蓄米の無償交付を実施しました。

米飯学校給食の回数推移

注：米粉パン・麺は含まない。

出典：米飯給食実施状況調査（文部科学省）

米飯給食の着実な実施に向けた取組

13

令和３年度
３．５回／週

〇 米飯学校給食は、次世代の米消費の主体となる子供たちに、「日本型食生活」を受け継いでもらうた

めにも重要。

〇 和食給食を普及・推進する食育授業等の実施支援や政府備蓄米の無償交付制度等を運用。
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○ 平成30年10月から米の消費拡大の取組を応援すべく、「やっぱりごはんでしょ！」運動を開始。

ホームページ、各種SNS及びYouTubeにより、米に関するイベントや季節食、産地情報などを定期的に発信。

イベント、季節食、産地情報など、定期的にＳＮＳ発信

４－２ 多面的な情報発信 （ホームページ、各種SNS及びYouTube）

お米をもっと身近に感じていただけるような情報を発信

産地情報季節食紹介

ホームページ 各種SNS（Instagram・Facebook・X）

YouTubeチャンネル「BUZZ MAFF（バズマフ）」「maffchannel（マフチャンネル）」

今年の猛暑とお米の食べ方について
家庭内炊飯調整をお米マイスターが解説 猛暑の影響について 米は太らない♪ スティックおにぎり

米担当、おにぎりのポスターモデルできる説。

イベント案内



４－２ 多面的な情報発信 （政府広報や他の行政施策との連携）

巌のり：（株）日本海フーズ

「めざましごはん」による食習慣の情報発信

食品関連事業者が朝ごはん商品群の販促可能ツールとして

「めざましごはん」ロゴマークを無償で使用許諾。 「早寝早起

き朝ごはん」運動（文科省等）とも連携して食習慣の情報発信。

「和食」の保護・継承における米の魅力発信 ごはん中心の「日本型食生活」の魅力発信

※農林水産省「日本型食生活のススメ」
「令和４年度食育白書」 から引用

「日本型食生活」の実践等を促進するため、セミナー開催等の

地域実情に応じた食育関連の情報発信を支援。

政府広報と連携した情報発信

〇 内閣府政府広報室と連携して「米の消費拡大」に関する広報を実施。

○ 朝食欠食改善や朝ごはん啓発のため、食品事業者等と連携し「めざましごはん」キャンペーンを実施。

〇 食文化の保護・継承の取り組み、食育活動支援と連携して、主食としての米の魅力や大切さを発信。

15

Ｓｍａｒｔｎｅｗｓバナー広告 (Ｒ５年１０月）
BS番組「ビビるとさくらとトモに深掘り！知るトビラ」 (Ｒ４年９月）
ラジオ「青木源太・足立梨花 Sunday Collection」  (Ｒ４年８月）
音声広報CD「明日への声」 (Ｒ４年７月）
点字・大活字広報誌「ふれあいらしんばん」 (Ｒ４年７月）

Smartnewsに
バナー広告掲示
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〇 展示会への出展、省内「消費者の部屋」展示等により、消費者と直接交流しつつ米や米食の魅力を
発信。

○ 書籍や雑誌などの出版物を通じて、幅広く多様な消費者に米や米食の魅力を発信。

４－２ 多面的な情報発信 （展示会や刊行物における情報発信）

出版物等への部分執筆、データ提供等展示会出展、「消費者の部屋」での展示、等

発行：2023年4月12日
日本食糧新聞社

発行：2023年8月1日
商経アドバイス社

発行：2023年9月25日
NHK出版社

出版：2023年11月号
「月刊コロンブス」
東方通信社

発行：2023年6月7日
農林水産省広報室

『お米の魅力に迫る！』 ２０２３年９月４～８日 消費者の部屋
パネルや動画を使って米や米粉の魅力を紹介、製品展示やレシピ紹介を実施

『GOOD LIFE フェア ２０２３』 ２０２３年９月１～３日 東京ビッグサイト
水田の多面的機能、全国おにぎりMAP等により消費者にお米の魅力を紹介
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○  近年、米を他の穀物粉代替して利用される米粉の需要量が拡大。

○ ノングルテンに係る認証制度や用途別基準の運用、米粉製品の製造能力強化や米粉商品開発等を支援が行
われている。

４－３ 新たな需要の取り込み 米粉の利用拡大

注） 農林水産省調べ
平成21年度の生産量は計画数量。需要量は需要者からの聞き取り。
（数値は需要量）

： 生産量

： 需要量
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千トン

年度

米粉用米の生産量・需要量の推移

特色JASマーク

「ノングルテン米粉
の製造工程管理」
（令和3年6月開始）

商品化

ノングルテン
米粉認証

（平成30年6月開始）

ノングルテン
米粉使用

（令和元年9月開始）

用途別基準の
「推奨ロゴマーク」
（平成30年1月開始）

ノングルテン、用途別基準に関するマーク
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〇 市場規模と生産量が年々増加する中、パックご飯の設備投資や、輸出促進PRを支援。

４－３ 新たな需要の取り込み パックご飯の生産量・需要量、輸出金額の推移

パックご飯の生産量・需要量の推移
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年

注） 生産量は農林水産省「食品産業動態調査」より。
市場規模は富士経済「2023年食品マーケティング便覧」より、農林水産省にてグラフ作成
市場規模（R４年）については、見込み金額

パックご飯の輸出実績の推移

1－
11

月
の

実
績

注） 財務省「貿易統計」に基づき、農林水産省にてグラフ作成
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○ 米の需要減少が継続する中で、米の需要を拡大・創出し、主食用米の需給ギャップを縮小させるため、米を利用し
た新たな商品開発等を支援。

４－３ 新たな需要の取り込み 米を利用した新たな商品開発等を支援

新商品アイディアコンテストの実施新商品の開発・販路開拓の支援

飲食店従事者や調理師学校の生徒さんなど、「食」にかかわる方々を
対象に「お米を使ったメニューアイデア」を募集するグランプリ企画。

（写真は令和５年度の受賞作品と表彰式の模様）

米の需要を拡大・創出し、主食用米の需給ギャップを縮小させるため、
民間事業者等による米を利用した新たな商品開発等の取組を支援

（写真は令和４年度事業において開発された商品）

（イオンフードサプライ）

ライスウイスキー
（木内酒造）

■入賞（4作品）

■特別審査員賞(1作品)

「マシュマロのような、
おモチのような不思議な食感！
お米で作ったカラフルギモーヴ」
（商品化予定）

「タイ風ライスたこ焼き」
（商品化予定）

「岡山のブランド米 
里海米を使用したカンノーロ」

「柚子風味のお米のプリン、
薄茶糖（お抹茶）のアフォガート、
サクサクお米のクッキー添え」

「炒り米焼プリン」

米粉配合プラスチックを利用
する米袋（木徳神糧）

令和４年度「お米メニューアイデア
グランプリ」特別審査員賞作品
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○ 米食メニュー「おにぎり」に関して、専門店やコンビニ等での多彩な商品開発等もあり、ＷＥＢ検索指数が上昇。

〇 公式サイトで「農政局員が見つけた町のおにぎり屋さん」、YouTubeでは手軽に作れるおにぎり等の魅力を発信。

国産具材を色彩豊かに商品化
（TARO TOKYO ONIGIRI）

注目される「おにぎり」市場 WEB等を活用した魅力発信

高品質系やボリューム系などの多彩な商品
（株式会社ファミリーマート）

老舗米屋監修のお米にこだわった商品
（株式会社セブン-イレブン・ジャパン）

2023年1/1週－12/24週

前年同期比  119％

2020/1/5  2021/1/3 2022/1/2 2023/1/1

Google Trends
「おにぎり」週別指数
 2020/1/5～2023/12/30

公式サイトにて、各地域のおにぎり屋さん特集

米の消費拡大情報サイト「やっぱりごはんでしょ！」にて
「農政局員が見つけた町のおにぎり屋さん」を公開

コンビニエンスストアでの多彩な商品開発

羽根付き焼きおにぎり
（入谷 gao）

多彩な方向性のおにぎり専門店

YouTubeチャンネルにて、おにぎり特集

海苔のパリっとした食感を手軽に再現できる方法等、
ラップフィルムを活用した多彩なおにぎりを紹介。

４－３ 新たな需要の取り込み 注目される「おにぎり」についての魅力発信

WEB検索指数の上昇

冷凍販売の実験 高付加価値な商品展開

（株式会社ローソン）
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生産者の悩み

・商談ノウハウ不足

・契約知見不足

・相手情報の不足

・事前セミナー

・事前マッチング

・商談後フォロー

事務局のフォロー

実需者ニーズ

・安定調達のための新し
い生産者との繋がり

・受取時期など価格や
数量以外での付帯条件

商流物流の基礎知見や近年の
外食・中食動向を事前インプット

実需者の分納希望
生産者の複数年契約希望 etc

サポートデスク設置
契約の継続促進

中食事業者 とのマッチング

関東甲信越エリアでおにぎり・弁当等を製造する中食事業者が、
安定調達可能で値頃感のある多収品種の米を求め商談会に参加。

多収品種を生産する農業法人３者が共同することにより、安定供
給することでマッチング。 70㌧から開始した取引量は、4年目で年
間約200㌧まで取引拡大。

外食事業者 とのマッチング

新潟県内に店舗を持つ全国展開の居酒屋チェーンが、安定調達
可能で値頃感のある良食味の米を求め参加。

新潟県内生産者から多収品種を調達することでマッチング。
県内の店舗から納入開始し、今後全国店舗に拡大予定。

○ 中食・外食ニーズに応じた米安定取引推進のため、産地と中食・外食事業者等を対象とした商談会を開催。

○ 令和４年度については、現地商談会（札幌・大宮・仙台・新潟）とオンライン商談会を実施し、売り手（農業生
産法人等） 延べ８３者、買い手（中食・外食事業者等の実需者） 延べ１４３者が参加。

４－４ 食の外部化への対応 （産地と中食・外食事業者等を結ぶ業務用米マッチング商談会）

マッチング商談会のスキーム 成約事例
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食に関する志向のうち、『健康志向』が高い中高年層シンポジウム、学術会議の支援

健康に関心のある中高年層に対し、シッカリごはんを食

べることの意義や米の健康関連情報の発信を支援

４－５ 「米と健康」に着目した情報発信 （健康志向の高い中高年層への情報発信）

〇 米の１人当たり消費量の減少傾向が続く中、米の機能性など「米と健康」に着目した情報発信等を通じた新たな需要

の取り込みは重要。

〇 特に、健康に関心があり、米の消費が減少している中高年層に向けて「米と健康」に関する情報を発信していくこと

は重要。

2023年12月2日 日本橋ライフサイエンスビルディング
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日本政策金融公庫「消費者動向調査」を元に農林水産省が作成
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（最後に） 一杯のごはん、一口のごはん、一つのおにぎり

一杯のごはん
約150g

精米 約65g
米粒 約3,250粒

一口のごはん
約14g ※

1人1日もう一口で
食料自給率1％上昇

（参照） 公益社団法人米穀安定供給確保支援機構
農林水産省 消費・安全局 「消費者の部屋」

一つのおにぎり
約100g ※

1人1週間にもう1個で
食料自給率1％上昇

※摂取食事の状況、カロリーから逆算的に算出していること
から、一口の量目については変動することがあります。

14gについては、令和4年度データから算出

※約100gの値は、左記「一口のごはん」の約7日
分に相当するものとして便宜上の数値。
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〇 消費環境が変化する中、多様な炊飯法、贈答需要や異業種コラボなど、新たな消費スタイルを提案する商品も登場。

多様な業種の企業が、米の新たな需要創造に繋がる商品開発を行っており、米の消費拡大に貢献。

（最後に） 多様な炊飯方法や新たな消費スタイル

卓上炊飯も可能で二段式お
弁当型。 お弁当シーンで炊
きたてごはんを実現。
（サンコー株式会社）

【電子レンジ炊飯器】
米1合と水を入れしばらく浸漬、
レンジ加熱で炊飯可能でお手
頃な100円均一商品タイプ。

（株式会社大創産業）

【弁当箱炊飯器】

【自動計量IH炊飯器】
米量と水量の計量から炊飯まで、
スマホ1台で操作できる、食卓に
も置ける炊飯器。
（パナソニック株式会社）

多様な炊飯方法を提案する商品群 新たな消費スタイルを提案する商品群

【新たな食シーン】 【鉄道企業との異業種コラボ】

【贈答需要の提案】 【PETボトル米】

お湯だけで従来に無かった米食メ
ニューを提案。 高温高速の熱風乾
燥技術により5分調理を実現。

（日清食品株式会社）

地元産米と鉄道会社のコラボ商品。
トミーテックの『鉄道むすめ®』および
新型車両のデザインで沿線限定販売
等により希少性と話題性を演出。

（株式会社ミツハシ）

多彩な形態と色彩により「お米のある
生活シーン」を提案。また小型真空
包装により、贈答需要も喚起
（株式会社 AKOMEYA TOKYO）

新たな包装形態を採用することで、
贈答需要だけでなく、アウトドアや
保存食向けの需要を創造。
（重野農産）
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（参考資料）

食料・農業・農村基本計画 （抜粋）

予算PR版各種
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第２ 食料自給率の目標
１．食料自給率
（５）食料自給率の目標
①食料消費の見通し及び生産努力目標
（第１表）令和12年度における食料消費の見通し及び生産努力目標

第３ 食料、農業及び農村に関し総合的かつ計画的
に講ずべき施策

２．農業の持続的な発展に関する施策
（６）需要構造等の変化に対応した生産基盤の

強化と流通・加工構造の合理化
③米政策改革の着実な推進と水田における高収益

作物等への転換
ア 消費者・実需者の需要に応じた多様な米の安定供

給
（前略）米飯学校給食の推進・定着や米の機能性

など「米と健康」に着目した情報発信、企業と連携し
た消費拡大運動の継続的展開などを通じて、米消
費が多く見込まれる消費者層やインバウンドを含む
新たな需要の取り込みを進めることで、米の１人当
たり消費量の減少傾向に歯止めをかける。また、拡
大する中食・外食等の需要に対応した生産を推進
する。（後略）

エ 米粉用米・飼料用米
米粉用米については、ノングルテン米粉第三者認

証制度や米粉の用途別基準の活用、ピューレ等の
新たな米粉製品の開発・普及により国内需要が高
まっており、引き続き需要拡大を推進するとともに、
加工コストの低減や海外のグルテンフリー市場に向
けて輸出拡大を図っていく。また、実需者の求める
安定的な供給に応えるため、生産と実需の複数年
契約による長期安定的な取引の拡大等を推進する。
（後略）

食料消費の
見通し

生産努力
目標

（万トン） 克服すべき課題

国内消費仕向量
（万トン）
１人・１年

当たり消費量
（kg/人・年）

平成30
年度

令和12
年度

平成30
年度

令和12
年度

米 845
(54)

797
(51)

821 806〇 事前契約・複数年契約などによる実需と結びつい
た生産・販売

〇 農地の集積・集約化による分散錯圃ほの解消・連
坦たん化の推進

〇 多収品種やスマート農業技術等による多収・省力
栽培技術の普及、資材費の低減等による生産コス
トの低減

米
米粉用米・
飼料用米を
除く

799
(54)

714
(50)

775 723〇 食の簡便化志向、健康志向等の消費者ニーズや
中食・外食等のニーズへの対応に加え、インバウ
ンドを含む新たな需要の取り込み

〇 コメ・コメ加工品の新たな海外需要の拡大、海外市
場の求める品質や数量等に対応できる産地の育
成

米粉用米 2.8
(0.2)

13
(0.9)

2.8 13〇 大規模製造ラインに適した技術やアルファ化米粉
等新たな加工法を用いた米粉製品の開発による加
工コストの低減

〇 国内産米粉や米粉加工品の特徴を活かした輸出
の拡大

（参考資料） 食料・農業・農村基本計画（令和2年3月31日 閣議決定）（抜粋）
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＜対策のポイント＞
国内で唯一自給可能な穀物である米を原料とした米粉の利用拡大に向け、消費・流通・生産それぞれの段階における取組を集中的に支援します。

＜事業目標＞
米粉用米の生産を拡大（米粉用米13万t［令和12年度まで］）

＜ 事 業 の内容＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

【令和５年度補正予算額 ２,000百万円】

［お問い合わせ先］ 農産局穀物課（03-6744-2517）

国産米粉の特徴を活かした商品開発

国産米粉・加工品の増産体制の整備

＜米粉製粉工場＞ ＜米粉製造機械＞

国産米粉の特徴を活かした新商品の開発、米・米粉製品の利用拡大に向けた
情報発信、需要の拡大に対応するための製造能力強化に向けた取組を、集中的
に支援します。

１．米粉商品開発等に対する支援

米粉の利用拡大を推進するために必要な国産の米粉や米粉を原材料とする
商品開発とその製造・販売に係る取組等を支援します。
 （例）●米粉の特徴を活かした新商品の開発

●製造等に必要な機械の開発、導入

2. 米・米粉消費拡大に向けた支援
国内で自給可能な米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた情報発信等の取組

 を支援します。

３．米粉製品製造能力強化等に対する支援
 製粉企業・食品製造事業者の施設整備、製造ラインの増設等、米粉の需要

創出・拡大に必要な取組を支援します。

＜事業の流れ＞
定額

民間団体
1/2

国

製粉企業
食品製造事業者

民間団体
定額、1/2

（２、３の事業）

（１の事業）

国産米粉の普及のための情報発信

米・米粉
普及イベント

広告 外食事業者等
とのコラボ

SNSによる
情報発信

米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた
情報発信等の取組を支援

（イメージ）

めん類

米粉の新商品開発費 米粉の新商品開発に
必要な機械の導入

新商品PR費
（宣伝広告費等）

菓子類

パン類

（参考資料） 米粉の利用拡大支援対策事業
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

（参考資料）米の需要拡大
【令和６年度予算概算決定額 27（23）百万円】の内数

＜対策のポイント＞
 米の１人当たり消費量の減少傾向に歯止めをかけるため、中高年層をターゲットとした、米の機能性など「米と健康」に着目した調査・広報や、
米の付加価値向上・流通合理化のモデルの創出等、新たな米の需要創造につながる取組を支援します。
＜事業目標＞
米の需要拡大（消費量51㎏/年・人［R12年度］）

１．米需要創造推進事業
米の一人当たり消費量の減少率の大きい、中高年層をターゲットとした、
新たな米の需要創造のため、米の機能性など米と健康に着目した調査・
広報を支援します。

２．稲作農業の体質強化総合対策事業のうち米の付加価値向上・流通合理化支援                                                            
多様な消費者・実需者ニーズに適応するため、生産から消費に至るまで
の情報の連携（スマート・オコメ・チェーン）による米の付加価値向上・
流通合理化モデル創出に向けた取組等を支援します。

＜事業の流れ＞

国 民間団体等
定額

米と健康に着目した調査・広報支援

米の機能性など米と健康に着目した調査等、新たな米の需要創造につながる調査・広報を支援

「⾷料・農業・農村基本計画」に基づき、米の機能性など「米と健

康」に着目した情報発信、生産から消費に至るまでの情報の連携
による米の付加価値向上等、⽶の１⼈当たり消費量の減少傾向に
⻭⽌めをかける取組を⽀援します。

米の付加価値向上・流通合理化支援

［お問い合わせ先］農産局穀物課 （03-6744-2184）

学術会議 マスコミ活用

パンフレット ウェブサイト

スマート・オコメ・チェーンを活用した、
米の付加価値向上・流通合理化の
モデル創出に向けた関係者による
データ連携の実証
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（参考資料） 米穀周年供給・需要拡大支援事業

【令和６年度予算概算決定額 5,033 （5,033）百万円】
＜対策のポイント＞
生産者、集荷業者・団体の自主的な取組により需要に応じた生産・販売が行われる環境を整備し、産地の判断により、主食用米を長期計画的に販売する

取組や海外用など他用途への販売を行う取組等を実施する体制を構築するため、民間主導のコメの周年供給・需要拡大等に対する取組を支援します。

＜事業目標＞
生産者、集荷業者・団体による自主的な経営判断や販売戦略に基づく、需要に応じた米の生産・販売の実現

＜ 事 業 の内容＞ ＜ 事 業 イ メ ー ジ ＞

１．業務用米、新市場開拓用米等の安定取引拡大支援

産地と中食・外食事業者等との安定取引を拡大するため、民間団体等が行う
業務用米の生産・流通の拡大に向けた展示商談会、新たな需要拡大に向けた
商品開発・販売促進、海外業務用需要などの新たな市場開拓に必要な取組等
を支援します。

２．周年供給・需要拡大支援

産地において、あらかじめ生産者等が積立てを行い、以下の取組を実施する
場合に支援します。

① 主食用米を翌年から翌々年以降に長期計画的に販売する取組（播種前契
約、複数年契約の場合は追加的に支援）

② 主食用米を海外向けに販売する際の商品開発、販売促進等の取組
③ 主食用米を業務用向け等に販売する際の商品開発、販売促進等の取組
④ 主食用米を非主食用へ販売する取組

１．業務用米、新市場開拓用米等の安定取引拡大支援

２．周年供給・需要拡大支援

［お問い合わせ先］農産局企画課（03-6738-8974）

全国事業

産地事業

〔セミナー〕 〔展示商談会〕 〔個別商談会〕

生産者等

国

拠出

拠出

拠出
定額、※1/2以内

集荷業者・団体

※ 値引きや価格差補塡のための費用は支援の対象外。

生産者等

生産者等

産地自らの
自主的な取組
①~④積立て

＜事業の流れ＞

国

集荷業者・団体

民間団体等
定額

1/2以内

（１の事業）

（２の事業）

定額
1/2以内
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（参考資料）
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